
ＣＯＤの連続測定に関する相関式について 
 

 

 ＣＯＤの連続測定は、実際に浸出水処理施設からサンプリングした水について、ＵＶ

計によるＵ-Ｖ値と手分析（公定法）によるＣＯＤ分析値を測定し、それらのデータか

ら算出した相関式を使用して実施しています。 

 連続測定を開始した当初は、図－１から算出した相関式を使用していました。 

 

ＣＯＤ＝３５．１８×Ｕ-Ｖ値＋０．９８３５ 
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図－１ 

 

しかし、定期的に行うチェックの結果、手分析（公定法）によるＣＯＤ分析値と連続

測定による換算ＣＯＤ値の差が大きくなってきた場合は、再度相関式を見直すための測

定を実施しており、現在は図－２から算出した相関式を使用しています。 

 

ＣＯＤ＝１６．０８×Ｕ-Ｖ値＋６．３１６４ 
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図－２ 

資料－６ 
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